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日本関係欧文図書、

の収集と問題点ノ

　　国の中央図書館が，諸外国において出版さ

れるその国に関する研究書（および同国人に

’よる著作の外国語訳）を可能な限り収集6整

備することは，．これ糞でユネスコその他の国

際図書館会議でたびたび勧告されていること　r

・である6国立国会図書館でも，1948年創立以、

来20余年にわたって，外国図書収集の重点部

門の一つとして，これら資料の収集・整備に

努力してきたが，1970年現在，その所蔵部数

　は6，000近くにのぼり，1これに旧上野図書館

　（1872－1960年）時代の収集分（現在NDL層

　に所蔵）約5・　900タイトルを合わせ尋とプ両

者の重複分を除いてもs約1万1，000タイト、

ル以上の多きに達しでめる。

　’旧上野図：書館所蔵分にっヤ・ては1966年に冊

子体蔵書目録としてCatalog　of　materials

on　Japan　in　Westem　languages　in　the

　National　Diet　Library　fotmerly　in　the

collection　Qf，the　Ueho　Library，　1872－

　1960．166p．を刊行し，、1948年以降のNDL

、コ’レクシ・ン｝のマ’ては・’　1962年〒iJ行張子

　体目録（予備版）収録分を含め，目下分類冊

子体目録を編さん中で，1971年中に刊行する

　準備をすすめている。この目鍮とは戦後日本

　国内で刊行された欧文図書をはじめ，主とし’

　て戦後刊行の英，独，仏，露，伊，スペイン，ポ

　ルトガル語をはこめとする西欧語で書かれた

　あらゆる、分野の図書を収録する予定である。、

　　一方，・日本における日本関係欧文図書ゐ主、

　要なコレクションには東洋文庫（1917年創

　立，現在当館の支部図書館），国際文化振興

会図・書室（1935年創設），国際文化会館図書室

（1953年創設）のものがあげられる漉車回

文庫の所蔵分にっV・ては，ACIassified　Ca－

talog’浮?@of　Books　on　the　Section　XVIII．

Japan　in　the　Toyo　Buhko　acquired　during’

the　years　191771956が1957年に，同著者索

引が別冊として1959年に刊行されており，国

際文化振興会図書室（KBS）は1938年と1967

年（増補改訂版）の二度にわたって分類冊子

体の蔵書目録を刊行し，、現在も継続収集を行

なっている。国際文化会館図書室ぽKBS図

書室とともに、：Books　on　Japanを専門的に

収集整備している図書館である。同図書室は．

創立以来まだ目は浅いが・現在約2，000タイ・

トルの新刊書を主とした日本関係欧文図書を

収集し，さV’きんその蔵書目録（Books　on

Japan，　，a　list　of　acquisitiohs，　1955－1970）

を刊行した。また同図書館は1967年，上記4

図書館刊行の冊子体目録をもとに，自己の蔵

書を含めた総合目録Union、　Catalog　of

Books　on．　J．　apan　in　Western　Languages．

543P．を編さん刊行した。

　以上のほか，日本各地の主要大学図書館は

それぞれかなりの量と質の新旧の日本関係欧

文図書を収集，所蔵しているはずであるが，

“日本”を主題とした冊子目録が出されてい

ないため，その収集状況，内容についてはっ

まびらかでない。

収集の目的と問題点F

目本関係欧文図書の収集の目的は，言うまで
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　もなく二つある。一つは我々日本人がe．それ’

　らめ資料によつで外国人の日本1と対する関・

心・知識認識の度合いを知り，我々自身め

反省，二歩に有益な参考資料とナるためであ

る。現在ジまた過去においても，多国入一

、、特に西欧人一に＊る日本関係の著作℃日本

語に翻訳された業績はs．古今の著作を含め，

おそらく数百点にも達しよう（たとえばその

古典的名著は．“異国叢書〃（職前），急新異国

叢書”（戦後），“東洋文庫”，“岩波文庫t（等

に数多く収められている）。もう一つの目的

は∴日本研究を目的として日本を訪れる外国，

入研究者の利用に併するためである’。日本語

、のもつ難解さやそれにと0 烽ﾈう普及度の狭さ

から・日本語文献に接する前に，あるいはそ

の作業と並行して自国語あるvlは車要ヨt・・一一一ロ

ッパ語による関係文献を目本で利用しなけれ

’ばならない外国入研究者もかなりいる。1 ]っ1

て・ここに研究くある噂関心の）対象国マ

ある目本の中央図書館が，外国向けに日本で

出版された欧文図書をはじめ外国で出版され

た同種iC）欧文図書を集中的に収集・整備する

必要性が生まれる。しかしながら，・彼らが提

示する個々の研究テーマはまことに多岐多様

にわたっており，彼らの要求する欧文資料に

は事欠く場合が多い。一つはNDLの資料収

集努力の限界が原菌となる場合であり，今一

っは要求関連資料が西欧語で出されていない

’揚合であるが，前者の揚合，NDLを含めた

上記4図書館の蔵書構成によってようやくそ

（注1）’1969年10月から1970年9月までの1

　　年間に当館一般研究室に登録された外国

　　人利用者は約100人で，国別にみるとア

　　、メ効解1人を鞭に溝属””“一スト

　　ラゴアジ西ドイツ，ソ連の順に多く，研

　　究テーマば日本近代政治・争臨経済・

　・文化関係の研究者示庄倒的に多かっ7c。

の欠落をおぎなっているめがその現状である

とy’えよう。（注1）

　NDLでは現在1外国刊行の目南開係欧文

図書収集のために難問約120万円の晦入予算

を計上し，1969年置における発注実績は約

400点であった（これには二二書のほかに，『

旧刊書の発注も含まれる）。、これらはほとん“

どすべては書店を通じてめ購入であり，この

、他に日本で出版される主として英文の人文・

社会関係の図書，官公庁出版物等が年間約100

点程度と，交換・寄贈による入手が少数あ’

る。しかし残念なことは，刊行部数が少ない

ことによるためか，これら目本関係欧文図書・

の旧刊分を入手することが非常に困難なごど

である。特に出版後1年以上も経過したもの

についての入手はほとんど不可能に近い。ま

オヒジ国内刊行の欧文図書の収集についでも，

出版の事実を捕そくする確実なキメ・手がない

た！う，収集困難となるも4＞が多い。し：たがっ

てその収集実績は，かなりめ発注実織ζもが

かわ．らず，相当低いパーセンチ■・一・・ジ（約50％）

にどどまってV’る。

　』以上の事情を考えるとr我々の側¢取集努，

カにも改善すべき点は多い、（たとえばNDL

にはこれら資料の収集・整備・ヒレファレンス
　　ノ
をおこなう専従職員は現在いないし，セクシ．

ヨγもない）。しかし，第1の，かつ最大の

むずかしきは，これら日本関係図書の出版店

報の早期入手難のだめであるといえよう。外

’国出版社カタログその他から日本関係図書を

捜し出すのはか塵りの時間と労力を要するこ

とで南り，可能なかぎり行なってはいるもの

の，我々がその出版を察知しえないものはか

（注2）しかし，骸ンダの瓦工8・i11，社

　　Nijhoff社，西ドイツ7）Otto耳arrassoぞ

　　witz社などはかなり充実したオ：リエシト

　　関係の出版書目を定期的に出している。
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なり多いまうである。（たとえば，最近目本

で巡回展示されたドイツ新刊図書展の目録か’

ら，未発注の最新刊日本関係図書約50点が発

見されたのはその’例である。）（注2）また車と

して大学・付属の二心所，学協会の出版物で一

般に市販されないものにも，我々が捕そくし

えないものが多い。また，．国別からみると，

フランス，ドイツ；東欧，スペイン語使用

国，アジア，アフリ、力諸国｝とおける西欧語に

ttよる日本研究書の入手が少ないことが目立っ

ている。ζれらの入手にあたっては，日本の

書籍輸入商の調査や努力に負うところも少な

くない炉，彼らの調査能力にも，現在の我々

と同様に，おのずから限界があろう。以上の

事庸にかんがみて，この情況を打醐する方法

とレて，我々は次のような我々自身の格段の

努力と，’また一つには国際協力によって，よ

り完全なものに近づけることができるものと

期待する。

　改善のための4つの試案の提示

　1）諸外国における独立の．（あるい綜一部

をなす日本研究機関から，あるいはそれぞれ

の国立中央図書館の早急かっ直接的な出版回

報の入手方法め確立：

　最近は1日本においても，諸外国に劇ける

IH本研究の動向はかな．り広範に，また詳細た

隷握されるようになり，アメリカ，・．ソ連，、オ

ーストラリア，ヨーロッパ諸国等における日

本研究の現状を罠本人が紹介した文献（単行

書，雑誌・新聞記：事）も数多く見受けられ

る。最：近の顕著な献言をあげれば下記のとお一

りである。

　a）寺川喜曖男：ヨ・一ロッパの翼本学一

　　全ヨ’T一・Ptヅパの目本学研究とソヴィエト

　　の論語研究職受壷会，斗9鰻晦・

　b）宮本又次編1アメリカの目本研究東

　　洋経済新報琵19⑳露5晦。

　c＞白本学術振興会：海外における目：本研

　　究　　1970　　66p．

　d），村松定孝・武田勝彦：海外における目、

　　本近代文学研究　早稲由大学出版部

　　1968　’238p

　の武田勝彦編著；古典と現代一西洋人

　　の見た日本文学清水弘文堂1970
　　，364p．

　f）牧健二：西洋人の見た目本史　清水弘

　　文掌　1968、314？・

　9）牧健二：近代における西洋人の日本歴

　　史観　清水弘文堂書房　19β9286p．’

　h）吉浦盛純：日俳文化史考‘一一一19世紀イ

　　タリアの目本研究　イタリア書房出版部

　　1968　225p．

　D生田滋・海外の日本研究機関Eapergy

　　lr3　（Oct．，　1964）

　上記の諸資料を概観してみてる，現在の海

外の抗血研究がいかに多岐多様にわたり，あ

る分野においてはかなり高度に専門化してい

ることがわかるのであるが，これらに引珀さ

れている文献の何回かが既に入手しがたい一

’あるいは不可熊になっているのは，図書館の．

取集能力のもつ一つの宿命的限界と考えてよ．

．いのであううか。我々が外国における日本研

究の主要文献を入手するためには，つまると

ころ・これら文献の出三者からの直接の情報

の入手一あるいは寄贈にたよるほかはないよ

うに思われるのである。また，国によっ．て

は，、そ。国立中央図書館がその情報収集能力

を発揮して，定期的に我々に対し，それらの

出版事実を通報し’i’くれることも期待できる

のでなかろう恥米．ソのような国タの政府

の出先文化機関ば，、現地において，それぞれ

言霊係図善の出版鮪には三巴心を掴

　て津卜していることは周知のとお堕で1ある

恥しかし回状では毘う、した四獣の収集

にまで目本三三の海外出斑機三三活動する余
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裕はなさそうである。また，以上の我々の期

待と希望は，我々の一方的な肇請によって実

現するわけでは誘いであろうかち，今後は我

々と，これら機関とゐ話し合いを，どのよう

なかたちで持つ力沌，問題≧ならざるをえな

いであろう6

　2）　日本関係欧文図書のUnion　Catalogi

　てカード）の整備，・あるいは上記4図書館で

，のジたとえば分野別の重点収集の実施：

　以上の収集の問題に関連して考えられるの

はこれち資料のN4tional　Unioh　Catalo9

の整備であ登。その場合，二つの方法が考え

られよ，う’。一：一・一つはa）明治以前（～1867）あ

、るいは日本の開国以前（～1854）に外国で出

瓶されだ・いわゆる：目本関係古文献の・二本

全国に散在する資料をできるだけ網羅iした

Unio恥Cat毎logの作成を目標とする方法が

，台つと，今一つは，lb）上記4図書館が中心、

となって・今後の新刊書（新規収集分）につい

て臨的に・あ翻紛野別学掴・よる蝶「「

を行なうという前提・約束のもとに∴上記図

書館のいずれかが・今後収集のもの¢ろV・て

　　　　　　モ4図書館のUnion　Catalog（カード）を編成

して利用者ゐ便を図ろう1とするものである。

　日本で既刊の目．本関係欧文図書冊子体蔵書

目録やUnion　Catalog「につV’ては既述のと’

おりであ．るが，現在のUnion　Catalogにつ

いてみると・・）の点からみれ鶴躰関係、

敢献ついてφ収籟囲はあまり｝と蝦ら
れずぎて漸’る（東京のみ）うらみがある。戦

前べ吻ン1昧研究所と購のドイツ文イヒ

研究所再者の協力編、さんのも左にBibliogra一・

phischer　Alt・Japan．　Kakalog，154客一1853が』

出され，旧帝国大学，主要私立大学等18の図』

書館が編さんに協力したが，と細ま日本関係

欧文資科目録が国際協力のもとに編さんされ

たtつり好例であった。’ ﾓは，内容的には

　　　　　　　　　　　　　』　　層　・一．24

このAlち」・p・nK・t・1・9の構想1こ，もとづ

　き，目本国内の主要大学，公共第私立図書館

　の所蔵資料に収録範囲を更に広げたNation－

　al　Union　Catalogを作成するというもので

　あり，実現の暁には近世目欧交渉更を中心と

　する内外研究者にとって有用な資料接近の手・

　がかりとなるtoolとなるであろう。

　　a）が』retrospectiveで閉鎖的なUnion、

　Catalogであるのに対し，　b）はいわぼ前向

　きの開放的な構想といえる。日本関係欧文図

書資料の収集のむず冷しさについては既述の

　とおりであるが，、上記図書館が東洋関係資料

　専門図書館，，あ釜いは日本関係欧文資料専門

図書館としての経験と見識をそれぞれ生かし

て，おのおのの蔵書（構成）の特徴を更にの

　ばすたφ，たとえば分野別のゴあるいは複数

の分野にわたる重点的な収集を行なうとと

が，収集の際の経済性および網羅性を実現・

発揮する上で，最善め方法ではなかろうかと

考え肥る・その際このU・1・・C・t・1。9

1ち目本における最新のB本関係欧文資料に

ついての情報センターとして；かなめの役割

を果たすであろ、う。また・NDLlζは，たと

えば一般（研究）書全面こわたる収集とカ・，

昧で出版される二品料の完全熟熟備，

および，貫合によってはこめU．C．の編成・

保持がその役割として与えられるであろう6

またNDLのコンビF一ター導入も情報収集

の面では期待できるρではなかろうか。「

　　　　　
　3）展示会の蘭催；

　「NDLでは1954年，「外国人の日本研究」

、資料候爵を離した・これは過去から現在

にわた尋外国人による日本研究の歴史を概観

し，1あわ調て各分野における日本研究の代表

的著作約200点を紹介，1展示したものであっ

た『、この展示会開催を機会1『ジNDLでは世

界各国の日本研究機関にアンケートを送り，



それらから寄せられた情報にもとづき，「外

国における目本研究機関」要覧を同展示会口

録に併載した。残念なζとにNDLにおいて

は，そのこ再び同様の試みはなさ劃なかった

し，またこれら目本研究機関とのcontact

』もそれきりとだえてしまったものが多い。．し

かしこの展示会開催によって，在日公館，三

目外国文化団体をはじめ，一部の海外日本研

究機関との接触や資料の交流がはじまり，そ

のこNDLとの資料交換などを通じて相互理

解が深、められる契機となった。そのこ16年，

海外の目本研究はますます盛況を加えている

こんにち，再びこの種の展示会を新たに企画

『し，．：そのこの海外の日本研究の成果を一堂に

集め，あわせて各国の日本研究の現状を紹介

することができれば，まζとに有意義なごと

であろうと思う。またそれを機に，海外目本

研究機関にアンケートを送り・最近の出版物

についても確実な情報をえ，それを基礎とし

て今後のND：しのこの種の資料収集・整備に

役立てられれば有益な企てとなるであろう。

　’4）　二本研究者のdirectoryなど：

　海外目本研究機関の活動状況を調査した結

果は上記NDLの調査をはじめ1寺川氏の詳

しい実地調査（ソ連，9．一一nッパ諸国）‘があ

9・最近でた上皐日本学術振興会“海外にお

ける日本研究”には「海外日本研究機関」一覧

が載せられてゼる。日本学術会議は今後，こ

れら機関の研究体制，研究テーマ，講義内

容，研究者，教育者名および彼らの業績刊

行の定期刊行物等についても引き旧き調査を

・進める予定であるといわれる。しかしながら

上記の諸資料は刊行の形態そめ他からみて，・

必ずしも内外の研究者に使いやすいものでは

ない。また日本研究者のdirectofyは，日本．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごでは2Japan　P：ENCIub．’ed，：lnd6x

‡oJapanologistsが1968年に刊行されている

が，残念なご．とに収録人員が200人余りの少、

数に限られている。これをさらに充実，また

収録範囲も生存者のみに限らず，これまでの

目本研究家の主要入物にまで範囲を広げる必

要があろう。日本が世界の近代国家の仲間入

りをしてすでに百年余，外国人による本格的

な目本研究がはじめられてすでに数十年を経

たこんにち，これらjapanologistsを網羅し

・た本格的なinternational　directoryの編さ

んの企てはもはや時期尚早ということはない

だろう。

　（本稿は本年1月オーストラリア・・キャン

ベラの国立大学でひらかれた野際東洋学者会

議のライブラリー・セミナーにお一 ｯる報告
（英文）の草稿に一部加筆訂正を加えたもの

である。執筆は会議に出席した参考書三部人

文課主査林果之介があたった。）

！
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